
藤原宮跡 ・藤原京跡の発掘調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

飛鳥・藤原宮跡発掘調査部では，藤原宮跡 ・藤原京跡、において1986年度に別表 (21頁)のよ

うな発掘調査を行った。本年度は藤原宮内では比較的小規模な発掘調査にとどまったが，京内

において宅地もしくは官術かと想定される地区を三カ所調査し，これまで明確でなかった一町

ないしそれ以上の規模の土地利用の実態が明らかになったことが大きな成栄といえる。

1.藤原宮西南附の調査(第51次)

住宅建設に伴う事前調査である。調査地は藤原宮の西南附にあたり， i朗読の紡'巣，西二t}jJ'}j

問路と六条条問路の交差点が検出された。道路幅は構心心でi1..li二坊坊間路が交差点の北側で

7.0m.南側で6.8-6.9m.六条条1m路が7mで，いずれも師0.6-1 mのmll砕を伴っている。

これらの道路は藤原宮造営前の七世紀後半に施工され，造営時に埋立てられたと考えられる。

藤原宮期の遺構としては小規模な倒立柱建物2棟，塀l条，井戸I基がある。

調査地は弥生時代の集落遺跡 ・四分逃跡にもあたっているので，発掘区の一部を掘りさげて

調査した。その結果，弥生時代の生活而は.r半j西が高く北東側が低い三段の平坦而からなって

いた。この平坦面に竪穴住居や柱径30cmの術!立柱建物等が建ち，地下水位の日い南東附にのみ

井戸が集中していた。遺構は弥生時代の前JUIから後期までの各l時JYIのものがある。

2.藤原宮東方官1街地域の訓査(第48-3次)

民家の新築に伴う事前調査である。調査地は極l京市高殿町で藤原宮大極殿東北東約300mの東

方官街の一面にあたる。発畑区の北官[11では第30・35・38次調査等によって.i<i:大な東四flli3練

を中心に掘立柱建物群が建ち~ìtぶことが知られている。 削査の結よlk. i篠原宮造営前の四条条川

路SF1731とその両側i払藤阪宮lUIの掘立柱建物SB4860.i5'噴時代の椀立柱建物等が検出され

た。SF1731の路面幅は5.5m.SB4860は桁行6IItl以上，梁111]2 IUI以上.r十j庇附きで柱1111寸法は

桁行2.6m.梁!日13m.庇の出は3.1mである。SB4860の柱穴から出土した須恵器1IJ1には「力11之

伎手官」とのf!釘lfがあった。

藤原宮東方1ili街地域調査E佼i丘雇l
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3.藤原京左京六条三坊の調査 (第50・53次)

飛向藤原宮跡発掘調査部の新庁舎建設予定地における調査である。1985年度の第45・46・47

次調査に引き続き，1986年度は第50次(発掘区は2カ所)・第53次(発掘区は3カ所)の調査

を行い，建設予定地のほぼ全域の調査を終えたことになる。なお第53次の内の2カ所は1987年

度の調査であるが，既に調査を終えているので併せて報告する。

第50次西区の遺構 藤原京B!~Jの中心的な建物である S85000は桁行 7 1日1. 梁間 3 1Hl の身舎に

繭庇のつく大規模なもので，柱|削寸法は桁行が約3m，梁1111が2.7m，庇の出は3.2mである。

この東北方に既に東半音1¥の検出されている S84737・4738の四半部を検出し， SB4737は桁行81111，

S84738は桁行5問と限定した。更に東北方のS84800も西姿を検出 して桁行51目!と判明した。以

上の藤原京8J~jの遺構に先行する AJUJの主な遺構として， S85000に重なる位世で左京六条三t)j

坊!日jの南北道路SF4300及びその側挑SD4301・4302があり， SD4301はSB5000より約5m北で束

へ折れSD4311と連なる。また藤原京JUJから奈良時代にかけて存続する東西大様SD4130は当調

査区では更に幅と深さを増し，発掘区西挫では幅11m，i奈さが1.8mあり，西流していたと知ら

れる。この他，当発掘区北寄りに7世紀代の総柱建物S85020・掘立柱塀SA5005，奈良時代の

総柱建物S85050，中世の掘立柱建物S85030等を検出している。

第50次東区の遺構 第50次東区では 7世紀代のやや方位のふれた区画の堺の西辺の南半部

(SA4110. 5080)と砕j辺 (SA5090・5081・5085)を検出した。

第53次関査区の遺構 第53次調査区では， ili制il京JUJ以降存続する南北大様SD4113，藤}J;(};lA 

JUJのtljlBI路 SF4300とその両側溝，及びその東西にある南北塀SA4282・4283の延長官1¥を検出し

た以外に顕著な遺構はない。

本年度までの 5次にわたる調査の成J誌をまとめ， u制UJ別に主要な遺構を示したのが次頁の凶

である。七世紀代には二つの異なった形態の区画が存在し，両区画の南方にも多数の小規模な
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郷立柱建物がある。特に西

側の区闘は東西幅66mで真

北に対して殆ど振れがなく，

内部に特殊な建物の存在を

想定させる。藤原京WJでは

AWJには一旦条坊が設定さ

れるが， 8 J切には坊IIIJ路の

1WI 講を1mめたてて，四町を

一体として土地利用してい

る。SB5000は六条三坊の中

心に位世し，その南に前殿

S84340，東に東西線S84333，



また東北方には東西線 2似を二列に，東南に南北線のl協殿 3f~[ (S84330・4331・4332)

しかもこの配位計画は90尺(S84737・4800)を配し，桜合的なコの字型の配iEをと っている。

の方眼を基準にしているらしし、。四町規肢の敷地は 『日本f11・紀』持統紀によれば右大臣の宅地

にあたる可能性もあるが建物配世からはむしろ官術的な色彩が必1'-'、ともいえる。その場合，

右大臣l~1しかし，東西大権SD4130から出土した苅中の器担「左京職」は大きな手掛りとなる。

が宮殿や官1mに近い建物配ili:をもたないと断定もしえないから，勝JJ;ot(s lVJの性絡はなお検討

が望まれる。

奈良時代にはi，V;'と拐で凹まれて正殿と前殿の建つ区画があり， 北側に小規模建物の説びE12つ
部分，大i持北側に総柱建物等の建つ部分があり. 11ドI~J.立年制iに「大キ11国正税帳」に見える香山

正念との|刻辿を述べておいた。奈良時代以降も平安l時代から鎌合時代に至るH寺JUJの建物 .:11: 

7世紀代の温情
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戸・塀.i院があり，この地域の土地利用の変濯を知るうえで重要な知見がえられた。

4.藤原京右京七条ー坊西南坪の調査(第49次)

市営住宅の建設に伴う事前調査である。 調査i也は祖原市上飛~qí町の日高山丘陵西側の平坦地

で，藤原京右京七条-:t;Jj西南坪にあたる。既に1976年度の第19次調査で西南坪と西北坪の一部

を調査し，西南坪では条問路に平行して伴周囲を画する東西塀と，その南に坪を東西に二分す

る中ilqb線上に桁行 6間， 梁間，}3 1M!の東西棟建物 (SB2000) があり，その背後に東西初・ I(付 ~'f.\

1孟・ :)1二戸等のある藤原宮JUJの宅地造桃，及ひ・小数の 7世紀代の建物を検出していた。第49次別

査は第四次調査の南側で，西南坪の中央部から前半fi刊を調査対象とした。

藤原宮期の遺構 掘立柱建物6棟，捌立松:坊1.4粂，土坑1がある。SB4900は坪のほぼ中心にiii:

iEする東西おuで，桁行 71MJ，梁HlJ31M]の身舎の四悶にl庄のつく大規模な建物である。柱間寸法
は桁行が2.63m，梁間が2.1m，庇の出は雨以外は 3m，南のみ2.8mと3.3mの2時期分がある。

庇の柱捌方は身舎の1/2以下と小さく，身舎と!氏でl凶級王E材をかえていたと考えられる。SB4930

はSB4900の北側IJに平行して建つ東西線で，北側柱列は硲認しえていないが，桁行71llJ，梁間3

1111.持jに広庇のつ く建物に佐原できる。柱IIIJ寸法は桁行が2.63m，梁間が2.2m。庇の出は

2.9mで，身舎側柱から南へ1.5mのところにも柱列があり，広庇のJ未来か.もしくは庇の出を

縮めて改造したと考えられる。SB4910・4920はSB4900の両l協に建つ南北棟でいずれも桁行は 5

1Il1. 梁IIlJはSB4910は不明で，SB4920は2111Jである。柱間寸法は SB4910の桁行は2.56m，

41tムJ-i今，hH iIj
I打倒i'.!iI"1i 

- 16 -

SB4920の桁行は2.88m，~III! は2.7m

である。2籾{は SB4900を侠んでほぼ

対称に位lu:し， SB4920の規棋がやや

大きし、。 SB4940はSB4900のftiにある

桁行 51日1.梁間 2IMJ.総柱の東西械

である。柱IIIJ寸法は桁行2.86m.梁

1l1J3.0m 。この建物の姿の線通のね:に

SA4941・4942がとりつく。柱1111は1.9

-2.4mとややばらつきがある。

SB4940はこれらの塀に1Jf.JくI"Jである。

SB4950は坪の南辺部に位世する桁行

31日J.梁IIIJ2聞の総柱の束凶練で，

柱IlIJ寸法は桁行2.5-2.9m，梁IIIJ

2.5mである。この南側柱列に東西M

SA4951・4952がとりつく。柱IIIJ2.6 m 

iiii後である。SB4950はこの桝にIJf.Jく

門である。



藤原宮期以前の遺構 i体3条，土坑 lがある。桃はいずれもih京から北i'qへ流れ， SD4955・

4957には玉石の誕伴がある。j液i段tε幻.!μ!

藤原宮期以降の遺構 挫物]伺練1，i構梓4条， 二土t坑 5がある。SB別49何6ωOはSB4950とI耳草並[1:なる{位立訂i此町にあ

りt桁i行?行3問.梁間 11111の小規脱な南北械である。i砕からは10ー11世紀の土器が出土している。

出土遺物 土師器 ・矧}iE器 .MA色土器 ・瓦器・施治h陶器等の土器，tjll輸，鉄製鈍，Jlt~付 ・ 斬iì羽

口 ・ 鉱浮，軒丸瓦を含む瓦，木製の4;JE木寺~;がある。 柱侠には伐採j也付近で刻まれたと 4ftJiiされ

る文字のあるものがある。

藤原宮期の右京七条一坊西南坪の建物配置 節目次淵査でSB4930の背後にSB2000があり，その

北側柱列に揃えて塀が東西にのび，坪の北辺を|拠る塀も検出されていることから， 今回の訓資

成果とあわせると，伴内の建物配置を図のように彼阪できる。坪の凶辺と市辺を|決る凶-J}j大

路と七条大路の正確な位i丘は未確認であるものの， SA4951・4952は坪の市辺を， SA2029は上1:の

北辺を画し，南辺のほぼ中央にI"JSB4950がIJf.J¥'、て外事1¥を形成する。外郭1)、j部の南約1/3を空間

地として，坪中心のやや北よりに東西62m，f.t.j北50mの塀 (SA4941・4942・1975・1997)で1m

まれた内事11がある。内郊の南辺には1"]SB4940が聞き，立1¥内に正殿SB4900、後殿SB4930，後々

殿 SB2000が南北に心を揃えて説び，正殿両j協にl協殿SB4910・4920が扱ぷ。正殿身舎南側全l:ヂIJ

はI有北の坪心に一致している。 後々殿の*，協には附~of. I孟 SB1970 ・ ~ I:戸 SE1973等がある。 従っ

て正殿 ・後殿 ・!協殿の-1洋と，後々殿・ l:rt以131の一刻iは性格を具にしていたかもしれなb、。内

郭の背後は，内郭の*辺のJJlf.SA1997がそのまま北へのびて小さな区画を造り，中に附以J五

SB2026が建つ。

西市坪内は以上のような区画。と

建物配10:であったと想定される。

内事11の東西両側は未発御で不明で

はあるが，図にみるような規絡性

の強い配世であることがわかる。

この坪が宅地であるのか官151であ

るのかにわかに決め難い。宅地で 書

あるとするならば， r日本書紀』持

統天皇五年十二月乙己条に.直大

参(正五位上)以下及び勤(正六

位)以下の上戸に一間.の宅地を班

給すると定められており，そうし

たー町規模の宅地の一例を確認し

たことになる。

この建物配置の~寺徽として次の

+ー
132 
SOm 「ー日

+ 

寸E
右京七条-tfij!!j'ffj坪占i也概念図
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ような点があげられよう。まずPfのT削!IJ1/3が空閑地である点である。第二に内郭のrt.i門の桁行

が5111Jと大きく作られている。第三に内事J¥内に前庭部がなく. 4棟の建物がかなり密接して立

っている。第四に同じ内郭内部でがJ半と後半に性絡の追いがあるらしく， SB2000周辺は日常生

活を支える厨とも考えられている。この場合後殿SB4930後方でさらに区画する施設があるのか

もしれない。第五に後々殿の桁行が似数問である点で， これは飛sfiTIiJ:a宮殿肋;のような宮殿遺

跡や，飛鳥時代の寺院の講堂にも共通して見られる特徹である。以上のような特徴が遺跡の性

格を考える上でも重要な鍵となろう 。 藤原京内では右京二条三坊東rfj j;l~や左京二条三i)j西rÿ.j坪

でもーl町規模の土地利用が検出されており，そうした鎖例の中でも最も規格性の自11..、建物配置

をもっ追跡として重要なものと考えられる。

5.藤原京左京二条-JJj東北坪・同二条二i)j西北坪の都l査(節48次)

住宅建設に伴う事前調査である。調査地は祖原市高殿町の法花寺集落の西方にあたり，藤原

京左京二条-.lJjと二条二坊にまたがる。またこの地は小字名が「テンヤク」であり.奈良県教

育委員会が1966-68年に行った当地の西南方約200mの地点の訓査で典薬寮|刻係木簡jが出土して

いることから，この付近に典楽祭関係の諜悶或は苑池の存在が想定されてきたところである。

検出した逃榔は，藤原宮jyJi前後のものとして，東一坊大路とその両側携の他，各坪内の抑，立

柱建物 ・堺， i伴，井戸，土坑等があり，この他に弥生H寺代から古地H寺代の土坑 ・i札中世・の掘

立柱建物・堺.井戸がある。

藤原宮期前後の遺構 東-i)j大路は路而幅6.5m ，東西両側il~川、心の距離は8.6m である 。 東側

機SD5110は何1.8m，i奈さO.4m，西側憐SD5111は幅2.2-2.6m，深さO.4m. いずれも百年埋土

は上下二層にわかれ.下層はjft杭土で飛鳥時代の土器が含まれ，上府は製立土で藤原宮の瓦が

含まれる。西側i梓束岸には誕岸のための杭がある。

土
堀
川

左京二条-J;}j.同二条二J;}jj側資{立位図
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坪内の遺構は 3時期にわかれる。 1!UJの二条二坊西北坪内の遺構は， 2;陳の掬!立柱建物

(SB5101・5102)と井戸 (SE5120)，2条の桃 (SD5112・5116)，土坑2からなる。SB5101は南

北 31M!(総長4.9m)，東西21m(総長4.4m)の総柱建物であり， SB5102は南北2問 (4.6m)，

東西3間 (3.9m)で，中央に一つの柱穴のある建物である。SE5120は上段に方形横綴組の井戸

枠，下段は素掘り か凶l物を据えたと思われる。同じ 1WJの二条一坊東北坪内の遺構は 2株の掘

立柱建物 (SB5161・5162)と井戸 (SE5160)からなる。SB5161は桁行4間，梁間 21M]の東西械

で，柱間寸法は桁行は2.1m・梁間は1.8mである。SB5162は桁行4間・梁間 2r日J.柱聞は桁

行・梁間とも1.6mである。 SE5160は掘形が径1.7mの六角形で，下段に径30cmのI出物を据えた

と思われる 。 2 期の二条二坊西北坪内の迫tf:~は捌立柱建物 4f* (SB5103・5104・5105)，搬立柱

堺 l条 (SA5109)，機3条 (SD5112・5118・5113)，土坑 1基である。 SB5105のみが東に庇をも

ち，他の2f*は庇がない。SD5118に区切られた区間の中を， SA5109が南北に二分し，北il!llに庇

っきの SB5105，南側にその他3棟がいずれも向・北械で建つ。SB5105・5104・5106は互に柱筋を

揃えており，計画的な配世となる。SD5118は即をほぼ東西に四等分する位置にあたっている。

なおSD5113は東一坊大路東側溝の束岸にある円弧状の織で東側講と併存するが具体的な使用状

況は不明である。 2!Ulの二条二坊東北坪内は東-:J1j大路西側織に平行するi持SD5155と， L字型

の機SD5175があるのみである。このうち南北端

SD5176は坪の東西を凹等分する位111にあり， '11ミ

西排 SD5175の南岸は二条二坊西北坪内の堺

SA5109の延長線上にあり， 二条一坊東北坪内も

二条二坊西北坪内と類似した区画を行っている

ことがわかる。 3期の二条二坊西北坪内の逃tIIf

は掘立柱建物3棟 (SB5107・5108・5127)，堺l

条 (SA5109)，iJlJよ 2条(SD5118・5115)がある。

この内，塀 SA5109と挑 SD5118は 2WJのまま残

ると考えられ， 2 WJの区間のまま建物等を改造

したとみられる。SB5107は東西 21日]の総柱建物

で，他の 2棟は庇のない掃立柱建物である。

SD5115は東一坊大路東側織に平行する南北iN~で，

その方位の振れや出土造物の特徴は 2WJの遺構

に近く， 2 J羽まで遡る可能性がある。 IJ~，土地物

から 1期は藤原京造営直前の天武iji)]に施工され

た条坊と併存する時WJ. 2 WI. 3 WIは藤原告・WI

に該当する。

遺物 土保・|淘硯・土.u~ .紛i羽口・ 形象.lirr輪，
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!Itf平瓦 l点を含む};ji瓦，和問1Jf.J弥銀銭がある。このうち和同|比例;は東一坊大路西側榔S0511l内

の西岸に近い部分からまとまって3枚出土した。その思れていた府は特定できなかったが，銭

文は不隷聞の古手11同であり，和同開祢銀銭の初鋳年を考えるうえで手掛りを与えるものである。

以上のように当調査では藤原宮域北側の条坊や坪内の状況について重要な知見をえることが

できた。それを列挙すると次のようになる。(1)宮城北方にも東一坊大路が施工されており，

規模は三条大路にiJ!I'l似する。ただし藤原宮部38次調査で検出した宮内先行条坊SF3499とは幅員

を異にしており.先行条坊と京内東一坊大路の施工の|刻係についてはなお検討を要する。(2)坪

内は構や塀で四分戒は八分して利用しているが，一坪敷地内での区画なのか否かは不明である。

(3)坪内の建物配位には粗密があるが.検出した柱穴が極めて浅いことから，後世・に削平されて

いることがわかり， 一慨に判断はできない。(4)典薬寮との|刻辿は不明である。

6.藤原京西こりJ大路の調査(第52次)

国道165号・バイパス工事に伴う訓托である。制査地は藤原京国二t)i大路と一条大路の交点にあ

たる。西二坊大路西側議は幅80cm以下で，長さ30mにわたって検出した。この西約3.6mのと こ

ろに坪の東辺を画するとみられる術立柱場がある。柱問は 2m Hij後で一定しない。一条大路の

方は想定位世に両側構と も検出されなかった。この他藤原宮JYIの井戸2基を検出したが，その

1基は一条大路路而想定位世上にあり，もう l基は西二坊大路西側の倒立柱場の{立iEに重なっ

て営まれている。従って藤原宮WIの布京二条三坊の東北|判及び百二t)i大路・ 二条大路の交点付

近の土地利用の状況や大路の有無については検討の余地が大きいといえよう。

7.藤原京左京十条三.iJi(第48-16次)のおj査

水田造成に{半う事前調交である。調査地lま明日香村小山の集孫の京南にあたり，これまでの

調査では， この地域で7佐紀前半に大鋭校.な護地が行われてお

り，その範凶は東阿が大官大寺の1}A1 f.:i中 1I~1J線から西へ300m 以上，

南北が旧小山池の北拠付近から北へ330m以上におよんでいるこ

とが確認されている。検出したi1H昨は持l!立柱建物， ~ I:戸， およ

び土坑である。SB5250は総柱の品I!:.v:柱建物で.東西 ・南北とも

31日]と考えられるが，西への広がりは確認できていない。柱1111

寸法は2.15moSE5251 は方形縦仮剥lみの~I:戸であるが大部分は

抜取られており. 1開校3本と桃桟2本が残る。造物は整地土肘

や SB5250の柱持I! jf~. SE5251の:fi'1石下部，S05253から7世紀中

頃の土器が少品出土しており，このl時JUIに繋J也を始め，建物や

井戸の造作がー辿の作業として行われたと4ft測される。この3務終

地地業については「η)1除E忘幻xμ1

起される。 (ILJ件付;?人)
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1986年度 飛鳥磁応r[f跡発御f純資部制査一覧

調査地区 in跡 ・制11:次数 調査 j切 1111 iIii fi'f 制B 考

6Al P-E 藤原京第48次 86. 4. 7-86. 8. 1 2.600m' 左坪京二条一坊大東北坪 ・二校f酋北
.JI[ー坊路

6AWH -P'Q 藤原京第49次 86. 6.27-86.10. 4 2.140m' お京七条-.tJii!!i雨坪
6A1C -N 藤原京第50次 86. 7.28-86.12.19 2.500m' 左京幼六条三坊 ・六条条1111路 ・東
6Al D -A'H 三 tJiHlllf各

6A1M -A'B 藤原冶・ 第51次 86.12. 5-87. 4.23 2.240m' 8西市|拘 ・ (四分遺跡)
6A1Q-C'D 篠原京第52次 86.12.17-87.1.27 700m' 右京二条三坊西北坪 ・凶二坊大

路

6A1C -F 篠原京第53次 87.2.13-87.5.12 3.000m' 左京六条三坊 ・束三tJj幼!日i路
6Al D -A'H 

6A1C -K 藤原京第48ーl次 86. 4. 1-86. 4. 3 55m' 左京五条三.tJj.*二坊大路
6AWHーj 藤原京第48-2次 86. 4. 2-86. 4.]8 325m' 左京七条一坊西~t-ï坪

6Al B-R 藤原宮第48-3次 86. 4. 8-86. 5. 9 302rri霊 宮*方官f町

6A1M -C 藤原宮第48-4次 86. 5.19-86. 6.10 300m' 宮市聞外周締

6Al H -R 藤原宮第48-5次 86. 5.22 7m' 宮博I而外周{i¥'

6AWH -K 藤原京第48-6次 86.6.11-86.7.3 555m' 朱省大路

6All-B KiIJ;l京第48ー7次 86. 6.12-86. 6.16 30m' 二条大路

6Al P-T 藤原京第48-8次 86. 6.16-86. 6.30 316m'き 右京二条一坊 ・二条条1111尚

6A1C-T 藤原宮司'i48-9次 86. 6.30-86. 7. 1 18m' 宮東南附

6A1C-I-I 篠原京第48-10次 86.10.24-86.10.29 39m' 左京五条三.tJii!!i北坪

6Al F-U 藤原宮第48-11次 86.11.10-86.11.17 88川Fs'j!.y方官1M
6Al M -E'F 藤原京第48-12次 86.11.13-86.12. 4 195m' 右京七条二坊東北町ー

6AMlーj 正義!京京 第48ー13次 86.12. 8 7.5m' 左京十二条三tJi

6AOH -W 藤原京第48-14次 86.12. 8-86.12.24 144m' 南京極

6AMG -1-1 藤原京第48-15次 86.12.10-86.12.11 24m' 左京十条三幼酋~t坪

6AMG一j 藤原京第48-16次 86.12.12-86.12.26 105m' 左京十条三幼東北即

6Al F -Q 藤原宮第48-17次 87. 2. 9-87. 2.10 19m' 宮西方官1貯

6A1M -D 藤原京第48-18次 87. 2.20-87. 3. 3 115m' 右京七条ニ坊

6AWH -K 篠原京第48-19次 87. 3. 2-87. 3.16 370m' 朱雀大路

6AMD -v 水浴遺跡第6次 86. 2.12-86. 2.25 45m' 飛鳥浄御JJ;(宮:jft定地

6AMDーT 石村lill跡指;6次 86. 8. 4-87. 1.27 860m' 飛鳥浄御n;(宮:jffI定地

6AMD-A 石神m跡周辺 86. 4.22-86. 4.25 8m' 飛13浄御応l宮批定地

5BTU -L ~~ìl1ì奇， 1986ーl次 86. 4. 1-86. 4. 7 8出f講堂

6BHQ -D'E 柏!伎寺第5次 86. 8. 4-86.10.14 600m' 手!i:城北西部

5BTB -B 備寺 1986ーl次 86. 9.26-86.11. 5 160m' ぜi:域北|恨

5BWD -G'K 剥l回廃寺第3次 86.10.13-86.11. 4 245m' 寺I或南部

6BKH -F 川原寺 1986-1次 86.12. 5-86.12. 6 10m' 寺域西北部

5B1R 定林寺第2次 87. 1.28-87. 2.25 303m' 寺}或京都

6AMC -F 山田辺|刻述 87. 3. 26 -87. 3. 27 8m' 山国ii'H(t定地
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